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【報告】
留学生であった卒業生就職支援と修了生共同研究の試み
―共同研究、韓国語絶対敬語と日本語相対敬語と―
Helping a Korean Alumna Hunt Her Job and Studying with a Korean Alumnus: With 
Special Reference to Studying Korean Absolute and Japanese Relative Honoriﬁ cs
 菅野憲司
 KANNO Kenji
要旨　本報告は、2010 年度第１回（千葉大学文学部）学部長裁量経費に採択された「留
学生であった卒業生就職支援と修了生共同研究の試み―韓国ソウル市における就職支援と
共同研究の同時進行―」に関する報告で、就職支援と共同研究という２本柱の後者に重点
を置いている。
１．はじめに
　本報告では、第２節で、文学部長裁量経費の申請を、第３節で、その採択結果を、第４
節で、2010 年６月５日（土）韓国ソウル市内での打ち合わせを、第５節で、参加者であ
る金有珍さんと金昌男さん両氏のコメントを、第６節で、2010 年８月 10 日（火）韓国金
剛大学校で開催予定共同研究の審議予定材料を述べる。
２．2010 年度第１回（千葉大学文学部）学部長裁量経費の申請
　昨年度から就任の現文学部長は、学部長経費の分配に熱心で、今回、⑴のように申請さ
せて頂いた。
⑴　平成 22 年度　学部長裁量経費による事業等申請書
 平成 22 年５月 17 日
区　分（該当す
る番号に○をつ
けてください）
　Ⅰ　教育に関する事業等
　Ⅱ　研究成果公開助成（「人文科学叢書」刊行助成は除く）
○Ⅲ　その他の事業等（卒業生就職支援と修了生共同研究）
申　請　者　名
（グループの場
合は、代表者に
○をつけてくだ
さい）
○菅野憲司
　金昌男（社文研修了生・韓国金剛大学校通商行政学部教学所長）
　金有珍（ 文学部新卒生・本年昨年度今年度故郷韓国ソウル市で就職
活動中）
事業等のテーマ 留学生であった卒業生就職支援と修了生共同研究の試み
―韓国ソウル市における就職支援と共同研究の同時進行―
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事業等の概要 　金有珍さんは、昨年度まで本学部行動科学科（文化人類学）に在学
し、今春新卒で、本年昨年度今年度故郷韓国ソウル市で就職活動中で
あり、他方、金昌男氏は、本学部文学科（言語理論）を卒業し、社文
研で博士論文主席で修了し、現在韓国金剛大学校通商行政学部教学所
長を務めていて、本事業は、①金有珍さんの就職支援と、②金昌男君
との共同研究を、同時進行で進める。金有珍さん、金昌男君と私が、
韓国ソウル市に集まって、３人合議の下、金有珍さんの就職活動に関
しては、本学部卒業生としての経歴が活かせる進路の選択と到達を支
援し、金昌男君との共同研究に係わっては、従来から指摘はされてい
る敬語に関する韓国語絶対敬語と日本語相対敬語について両国文化の
相違点が反映されていることを研究し、一方に対し他方が協力者である。
申請金額等 金　　額 95,000 円
内訳：航空運賃　　（時期によるもののほぼ）　35,000 円
　　　日当と宿泊費（例えば、３泊４日として）50,000 円
　　　会合費　　　　　　　　　　　　　　　　10,000 円
備　　　考 　会合場所としては、金剛大学校を第一候補として、適宜ソウル市で
開催の予定である。
　本事業は、千葉大学文学部同窓会の活動にも寄与し、本学が全学的
に進めている本学校友会の推進事業でもあり、本学部学生委員会委員
長就職担当であった私の委員会活動の延長線上にあり、研究としては
松本克己氏による新説・日本語系統論を補完する意味合いもある。
　2009 年度も 2008 年度も、文学部学生委員と学生委員長を務め、就職担当をし、その折、
韓国からの留学生金有珍さんが、ご自宅のあるソウル市で就職活動中と知り得て、筆者が
教養部から文学部に配置換えになる前後の教え子である金昌男さんが、韓国の大学校で職
を得ていることも聞き及んで、就職活動中の後輩に就職済みの先輩が就職支援の可能性が
あると発想した。
　更に、日本語で、従来の３分類が５分類に広がられつつある敬語に関して、韓国語では、
尊敬語が単独であるという言語事実を、共同研究可能であることも発想したという、両者
の結実である。
３．2010 年度第１回（千葉大学文学部）学部長裁量経費の採択
　⑴の申請は、幸いにして、⑵のように、採択された。（注①）
⑵　2010 年度　学部長裁量経費　第一回募集の応募者・案件　採択・交付額
応募者名 テーマ 申請額 交付額
1　Ａ氏 … … …
2　Ｂ氏 … … …
3　Ｃ氏 … … …
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4　Ｄ氏 … … …
5　Ｅ氏 … ◦◦◦ ◦◦◦
6　Ｆ氏 … … …
7　Ｇ氏・Ｈ氏 … … …
8　菅野憲司 留学生であった卒業生就職支援と修了生共同
研究の試み―韓国ソウル市における就職支援
と共同研究の同時進行―
95,000 円 60,000 円
第一回予算額（案）800,000 円
応募額合計　　　 1910,000 円
交付額（決定）　　 960,000 円
　採択されない方がいらした訳で、お蔭様で採択されたのは感謝しなければ、なるまい。
４．2010 年 06 月 05 日（土）韓国ソウル市内での打ち合わせ
　本学部は、旧人文学部が、文学部と法経学部という現２学部になったものの、小さな政
府よろしく１事務ということで、事務方のお忙しさは同情して余りあるのであるけれども、
２倍以上のご経験の反映か、ご助言はいつでも適切で特筆に値する、⑶もその一環で、報
告の際の添付書類の一部である。
⑶　2010 年６月５日（土）公務計画書 （研究打ち合わせ）
　　参 加 者：金昌男（金剛大学校）、金有珍（千葉大学部文学部 2010 年卒業生）、
　　　　　　　菅野憲司（千葉大学）
　　研究題目：留学生であった卒業生就職支援と修了生共同研究の試み
　　　　　　　―韓国ソウル市における就職支援と共同研究の同時進行―
　　日　　時：2010 年６月５日（土）９時-17 時
　　場　　所：ソウル市金剛大学校及び市外
　　成果公刊（予定）： ①「留学生であった卒業生就職支援と修了生共同研究の試み―共
同研究、韓国語絶対敬語と日本語と相対敬語と―」（千葉大学人文
社会科学研究科『人文社会科学研究』第 21 号）
②「留学生であった卒業生就職支援と修了生共同研究の試み―卒
業生就職支援実践例の報告―」（千葉大学文学部『千葉大学人文研
究』第 40 号）
 
　⑶において、場所では、実際にはソウル市内が正しい。
　次節で、⑶に関して、他の２人にコメントしてもらい、⑶成果公刊（予定）①は、本稿
であり、②も準備中である。
388
人文社会科学研究　第 21 号
５．2010 年６月５日（土）韓国ソウル市内での打ち合わせ参加者コメント
　本節は、６月５日の参加者である、金有珍さんのコメント⑷と、金昌男さんの⑸とから
なる。
⑷　 金有珍さんのコメント：私が韓国に帰国してから、鈴木先生の紹介で菅野先生に知り
合いました。６月５日はオンラインといえども、積極的に私の韓国での就職活動を見
守ってくださった先生に会えることができました。先生が８月の日程のため、下見で
いらっしゃるということでした。
　　 　先輩も遠いところから、ソウルまで来て、３人でわいわいと大学生活や就職のこと
や、各々興味深い話などを話し合いました。
　　 　残念ながら、私は大学４年の間一回も先生の授業を受けたことがありませんでした。
しかし、先輩との話から留学生の生活や就職のことなどに大変力になっていた先生で
あることがわかりました。就職活動の結果はどうあれ、卒業生であるわたくしにも常
に関心を持ってくださったので、先輩の話にはうなずきました。短い時間でしたが、
先生と先輩といろいろと話ができて、とても良かったです。
⑸　 金昌男さんのコメント：2010 年６月５日（土）、2010 年度千葉大学文学部長裁量経費
を得て、菅野憲司先生が「留学生であった卒業生就職支援と修了生との共同研究」と
いう目的でソウルに来られた時、菅野先生に会うために大田市からソウルへ向かった。
約束の場所には千葉大学文学部出身の金有珍さんも来てもらい、三人で長時間にかけ
て色々な話ができた。例えば、日本と韓国における大卒者の就職現状をはじめ、共同
研究のテーマである日本語の相対敬語と韓国語の絶対敬語、両国の大学入試及び学生
募集、金有珍さんと私の日本及び千葉大学における留学生活、千葉大学と金剛大学校
との大学間及び部局間交流協定締結などについて話した。特に大学間及び部局間交流
協定締結においては、その実績として、千葉大学出身学生を金剛大学校外国人専任講
師及び日本語インテンシブコース（日本語集中講義）に講師（４名）として招聘した
り、千葉大学学生諸君（10 名）を授業料、食費、寮費無料で金剛大学校に留学する
機会を与えたりしてきた。よって現在両大学の部局間交流協定締結については大分進
んでいるところである。
　　 　さらに 2010 年８月 10 日には菅野先生を金剛大学校に来ていただき、引き続き、大
卒者の就職の話と、日本語の相対敬語と韓国語の絶対敬語の話をする予定である。
６．韓国金剛大学校で開催予定共同研究の審議予定材料
　本節では、2010 年８月 10 日（火）に、韓国金剛大学校で開催予定共同研究の審議予定
材料が、３点指摘される。
⑹　韓国絶対敬語：敬語と呼ばれる言語現象の通例で、尊敬語は敬語の原型である。
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⑺　 日本語相対敬語：敬語という言語現象に、通例の尊敬語である尊敬語ばかりでなく、
異例の謙譲語をも含む敬語の準原型である。
⑻　 その他の「敬語」：例えば、タイ語におけるように、丁寧の表現が「敬語」の役割を
果たし、日本語の丁寧語や美化語も同類で、韓国語の尊敬語もこの役割も担う。
　⑶の②「留学生であった卒業生就職支援と修了生共同研究の試み―卒業生就職支援実践
例の報告―」とともに、菅野憲司（準備中）「敬語体系の３類型―韓国語と、日本語と、
タイ語と、̶」も、千葉大学文学部『千葉大学人文研究』第 40 号に投稿予定である。
参考文献
菅野憲司（準備中）「敬語体系の３類型―韓国語と、日本語と、タイ語と、―」『千葉大学人文研究』第
40 号に投稿予定。
 （かんの　けんじ　本研究科准教授）
注
①頂いたものは、枠が完全ではない所があり、大阪大学大学院生（本学行動科学科卒業生）である千葉
和矢氏にお手を煩わせた、記して感謝する。尚、個人情報の観点から、私以外の方々について、部分的
あるいは全面的に、詳細は伏せさせて頂いた。
